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キャリア教育の４観点（つながる力・自立する力・乗り越える力・見通す力） 

２０３６年（１０年後）の社会 

幸福な人生

【学校に求められていること】  

・学力の保障のみならず、全人的な発達・成長を保障するという役割 

・学校は、学年・学級という生活を共にする集団の中で、多様な他者に出会い、共感や軋轢の中で自己を知り、高めるとともに、他者とどのように共存するかという、社会を形成していく上で不可欠な人間同士のリアルな関係づくりを

子供たち相互の関係で学ぶ貴重な場 

・多様な背景を持つ児童生徒が学ぶ場所としての学校の役割は、包摂的で、他者への信頼に基づく民主的・公正な社会を実現していく基盤として一層重要となっており、社会の分断や格差を防ぎ、持続可能な社会の創り手を育てる観点

からも更なる充実が必要 

【これからの社会像】 

◯人口減少・少子高齢化や地球環境の有限性を踏まえた持続可能な社会づくり  ◯公正な社会における多様な子供たち一人一人の豊かで幸福な人生の実現 

◯グローバルな協働                            ◯生成 AI の加速度的発展など変化の加速化・非連続化 等               

＊「今後の教育課程、学習指導及び学習評価等の在り方に関する有識者検討会論点整理」より引用 

 

学力の向上をはじめ子どもの健全な育成のた
めには、睡眠時間の確保、食生活の改善、家
族のふれあいの時間の確保など、生活習慣の
改善が不可欠。子どもの育成の第一義的責任
は家庭にあり、教育における保護者の責任を
明確化し、保護者と学校が協力することが必
要である。 
・安心して過ごせる居場所（1st プレイス） 
・善悪を判断する力 
・基本的な生活習慣 
・社会生活に必要な常識 
・ものごとをやりとげるねばり強さ 
・人間関係を築く力 
・自分の健康を管理する力 
・社会で役立とうとする心や公共心 
・生き方や進路について考える力  等々 

連携 
HP 等による情報提供 

連絡帳・スクリレ等による情報提供 

相談日 
＊毎月の相談日を活用し、子ど
もが抱える課題を、家庭・担任
が協力して一緒に考える。 
＜例＞ 
・友だち関係が心配 
・学習面が心配 
・登校を渋りがちになっている 
・生活習慣が定着しない 
・学校と家庭が一体となった支
援がしたい  等々 

 

一緒に考える！ 

授業参観・懇談会・個人面談・語る会 

各種ボランティアとして協力 

家 庭 教 育（方針） 学 校 教 育（方針） 

家庭と学校は、ともに子どもの「幸福な人生」の実現に

向けて力を尽くす同志。対話により、互いを理解・尊重

し、協力し合う関係性が重要。 


